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安全にお使いいただくために

【表示の意味について】

●この取扱説明書の表示は、製品を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への

危害や財産への損失を未然に防止するために、絵表示が使われています。

その表示と意味は次のようになっています。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危

警告 険の状態が生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、中程度の障害や軽傷を負うか、機

注意 器損傷が生じることが想定される場合。

警告

本器への結線は、必ず電源の供給元を切った状態で実施してください。

感電の恐れがあります。

通電中は電源入力端子・ヒータ出力端子に触れないでください。

感電の恐れがあります。

注意

本説明書に記載された使用条件（温度・湿度・姿勢等）の範囲内で使用し

てください。火災・故障・誤動作の原因となります。

本器の通期穴をふさがないでください。

火災・故障・誤動作の原因となります。

通気穴等からケース内部に線くず、切り粉、水などが入らないようにして

ださい。火災、故障、誤動作の原因になります。

センサー入力への配線は、熱電対線または補償導線を使用してください。

温度指示誤差の原因になります。
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１．概 要

本製品は弊社製エアヒータＳＡＨ用のコントローラで、熱風温度の制御ができます。

温度制御は時間比例ＰＩＤ制御方式で、安定した温度制御を行います。

ヒータ発熱体の過熱保護機能を有しています。

２．品番構成
ＡＨＣ－２／□

↑ ↑
形式名

オプション

／Ｄ －－－－－ 断線検出機能付き

３．設置
３．１設置場所

次の場所に設置してください。

・本製品の周囲は３０ｍｍ以上のスペースを空けてください

・通気穴をふさがないでください。通気穴は底面にもあります

・安定した水平な場所に水平に置いてください

・直射日光・他の熱源からのふく射熱が届かない場所

・水・油の飛沫、埃のない場所

・強い磁界の発生する機器が近くにない場所

・周囲温度０～３５℃ 湿度１０～９５％ＲＨ（結露なきこと）

配線は適合した電線・圧着端子を使い、端子ネジは本説明書に記載された

適正トルクで締め付けてください。締め付け後はカバーを取り付けてくだ

さい。感電、火災、端子ねじの破損の原因になります。

警報出力および外部制御入力への接続は、仕様に記載された容量に適合す

る機器を使用してください。故障・誤動作の原因になります。

ＰＩＤオートチューニングの実行は、試運転時に行うことをおすすめしま

す。

２



３．２結線

端子台はＭ３ねじ

端子ねじ締付けトルク０．６～１．０Ｎ・ｍ

図２ 端子台配置図

図１ 接続図

（１）ＡＣＩＮ：電源入力

単相ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚを接続。

（２）ＯＵＴ：ヒータ電源出力

エアヒータの電源線を接続。

（３）Ｅ：アース

アース線を接続。

（４）ＨＯＴ ＡＩＲ ＳＥＮＳＯＲ：熱風温度センサ（Ｋ熱電対）

エアヒータの熱風温度センサを接続。

センサー線を延長する場合は、必ずＫ熱電対用の補償導線を使用してください。

（５）ＥＬＥＭＥＮＴ ＳＥＮＳＯＲ：発熱体温度センサ（Ｋ熱電対）

エアヒータの発熱体温度センサを接続。

この機能を使用しない場合は両端子を短絡してください。

（６）ＥＸＴ．ＳＷ：外部スイッチ

無電圧接点を接続。

外部接点ＯＮで出力ＯＮ。接点電流 約８ｍＡ／２４Ｖ。

使用しない場合は両端子を短絡してください。

（７）ＡＬＡＲＭ：警報出力

ＡＬ１：イベント出力１

ＡＬ２：イベント出力２

ＣＯＭ：ＡＬ１，ＡＬ２のコモン端子

内部リレーＡＣ２５０Ｖ／ＤＣ３０Ｖ １Ａ（抵抗負荷）。
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３．３温度調節器の設定

出荷時の設定で直ぐに使用できますが、必要に応じて次の設定を行ってください。

設定方法については添付の温度調節器の取扱説明書を参照してください。

設定すると表示が点滅します、必ず、点滅が終了してから次へ進んでください。

（１）警報出力

イベント設定でＥ１（ＡＬ１）とＥ２（ＡＬ２）について設定してください。

警報出力を使用しない場合は設定は不要です。

断線検出オプション付きの場合は、Ｅ２（ＡＬ２出力）に断線警報を設定しています。

（２）出荷時の設定は次の通りです。これ以外は温度調節器の初期値のままです。

＊印の設定は変更しないでください。

＊①熱電対の種類と温度レンジ －－ ［Ｃ０１］ －－－－－ ３：Ｋ熱電対０～８００℃

②制御方法 －－－－－－－－－－－－－－－ ［ＣｔｒＬ］ －－－－ １：ＰＩＤ固定

③表示レベル －－－－－－－－－－－－－ ［Ｃ７９］ －－－－－ ０：多機能設定

＊④制御周期 －－－－－－－－－－－－－－－ ［ＣｙＵ］ －－－－－ １：時間比例単位１ ０．５秒

＊⑤入力信号割り付け －－－－－－－ ［ｄＩ １．１］ －－ ７：ＲＵＮ／ＲＥＡＤＹモード切り替え

＊⑥入力ビット演算 －－－－－－－－－ ［ｄＩ １．２］ －－ １：Ａ ａｎｄ Ｂ

＊⑦入力割り付けＡ －－－－－－－－－ ［ｄＩ １．３］ －－ ２：ＤＩ１

＊⑧入力割り付けＢ －－－－－－－－－－ ［ｄＩ １．４］ －－ ３：ＤＩ２

＊⑨内部接点１反転 －－－－－－－－－－ ［ｄＩ １．７］ －－ ００１０：入力割り付けＣの反転設定

＊⑩入力信号極性 －－－－－－－－－－－ ［ｄＩ １．８］ －－ １：反転する

＊⑪内部接点３動作 －－－－－－－－－－ ［ｄＩ ３．１］ －－ １７：タイマ停止／起動

＊⑫内部接点３入力ビット演算 －－－ ［ｄＩ．３．２］ －－ ３：演算３（Ａ ｏｒ Ｂ ｏｒ Ｃ ｏｒ Ｄ）

＊⑬内部接点３入力割付Ａ －－－－－ ［ｄＩ ３．３］ －－ ３：ＤＩ２

＊⑭内部接点３内部イベント番号 －－ ［ｄＩ ３．９］ －－ ３：内部イベント３

＊⑮内部イベント３動作 －－－－－ ［Ｅ３．Ｃ１］ －－－ ３２：タイマ起動

＊⑯内部イベント３ ＯＮディレイ －－－ ［Ｅ３．ｏｎ］ －－－ １：１秒

⑰比例帯（Ｐ）－－－－－－－－－－－－－－－ ［Ｐ－１］ －－－－－ １０：１０％

⑱積分時間（Ｉ） －－－－－－－－－－－－ ［Ｉ－１］ －－－－－ １０：１０秒

⑲微分時間（Ｄ） －－－－－－－－－－－－ ［ｄ－１］ －－－－－ １：１秒

断線検出機能付きは下記設定を追加

＊①内部イベント１動作 －－－－－ ［Ｅ２．Ｃ１］ －－－ １６：ＣＴ１ヒータ断線／過電流検出

②内部イベント１主設定 －－－－ ［Ｅ２］ －－－－－ ０．５：断線検出電流 ”注１”

③内部イベント１副設定－－－－－ ［Ｅ２，Ｓｂ］ －－－ １０：過電流検出値

④内部イベント１ヒステリシス －－－－－－－ ［Ｅ２．Ｈｙ］ －－ ０．２：動作電流のヒステリシス ”注２”

⑤内部イベント２ ＯＮディレイ －－ ［Ｅ２．ｏｎ］ －－－ １：１秒

”注１” ヒータの定格電流の５０～７０％に設定してください。

”注２” ヒータ定格電流の１０％程度に設定してください。但し、［Ｅ２］値以下。
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４．使用方法
４．１使用手順

（１）エアヒータにエアを供給。

（２）電源スイッチを入れる。

（３）温度調節器に温度を設定

［＜］［∨］［∧］キーで温度を設定します。

設定時は温度表示が点滅します。、

キーから指をはなすと、２秒後に点滅が終了して設定値が確定します。

（４）外部スイッチを接続している場合は、外部スイッチＯＮ（接点閉）で出力開始。

（５）加熱の終了

外部接点を接続している場合は、外部スイッチをＯＦＦ（接点開）。

電源スイッチを切る。

エアヒータが冷えてからエアの供給を止める。

加熱終了後も温度表示が必要な場合は、電源スイッチは切らずに、外部スイッチで加熱

を停止させてください。

４．２異常表示

（１）温度調節器の異常

温度調節器の説明書のアラームコード一覧表を参照してください。

（２）ヒータ発熱体過熱

ヒータの発熱体が過熱または発熱体温度センサが断線した場合に、出力を遮断し、

［ｅｖ３］ランプが点灯します。この状態は電源をＯＦＦにするまで保持します。

（３）断線検出（オプション）

ヒータまたはヒータへの配線が断線した場合に、［ｅｖ２］ランプが点灯して、アラーム

［ＡＬ２］出力がＯＮになります。

（４）異常が表示された場合は電源を切り、原因を取り除いた後、電源を入れてください。

４．３使用上の注意事項

（１）端子台への配線は、電源供給を停止して行ってください。

（２）電源スイッチがＯＮの状態では、出力がＯＦＦの状態でも、ＯＵＴ端子は電源と繋がっています

ので、素手で触れないようにしてください。

（３）電源電圧は、エアヒータの定格電圧より高い電圧を入力しないでください。

エアヒータの寿命短縮、焼損の原因になります。

（４）使用時、異常発熱、異臭、発煙等が発生した場合はすみやかに電源を切断して、点検・

修理を実施してください。

（５）本製品は一般工場での使用を前提に設計・製造されています

本製品が直接人命にかかわる用途には使用しないでください。

また、特に安全性が必要とされる用途に使用する場合は、不具合発生時を考慮したシス

テム設計および定期点検の実施等の全体の安全対策を実施した上でご使用ください。
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５．仕 様

・電源電圧 単相 ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚ

・出力電圧 入力電圧の９８％

・出力電流 １０Ａ

・制御方式 時間比例ＯＮ／ＯＦＦ制御、制御周期０．５秒、セルフおよびオートチューニング機能付きＰＩＤ制御

・警報出力 ２点、内部リレー接点容量 ＡＣ２５０Ｖ／ＤＣ３０Ｖ １Ａ

・制御入力 １点、２４Ｖ ８ｍＡが開閉可能な無電圧接点、外部接点ＯＮで出力ＯＮ

・オプション 断線検出

・使用環境 温度０～３５℃ 湿度１０～９５％（結露なきこと）

・外観寸法 図３

６．保証
納入後１年以内に発生した製造に起因する不具合は無償で修復いたします。

なお、本製品の故障または使用により発生した損害については、賠償責任を負わないもの

とします。

図３ 外観寸法

（有）フィンテック

〒６５１－２２２５

神戸市西区桜が丘東町１－１３－５

ＴＥＬ ０７８－９９５－１７７４

ＦＡＸ ０５０－３１５６－７５９９
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